
（別紙５）

feel西明石(放課後等デイサービス)
公表日 　　　　2026　年　 2　月　 25　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

100% 0%

ガイドラインに沿った支援室を使用し、活動

を行っています。その日ご利用されるお子さ

まに合わせて教材の準備や環境調整を行って

います。

引き続き、必要に応じて部屋の戸を閉めた

り、パーテーションで区切ったりと個別療育

時に集中しやすい環境やクールダウンできる

場所を整えていきます。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。

100% 0%

こどもの状態に応じて、個別対応を行うこと

ができるよう、余裕を持った人員配置を行っ

ています。

その日のお子さまの様子や支援ニーズに対応

できるよう、職員間での情報共有を密に行

い、状況に応じた人員配置に迅速に対応でき

る体制を整えてまいります。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

100% 0%

・お子さんへの分かりやすい支援として、特

性に応じて、絵カード等の視覚支援やICT（パ

ソコン・タブレット）の活用、スケジュール

化等を行っています。

・おやつを選ぶ時には操作できるレプリカの

硬貨を活用したり、体調や気分を指差しで表

現できるようにバロメーターの表を掲示する

などの視覚支援を行っています。

・課題の後にごほうびのシールやお子さんの

好きな玩具等を準備することで、達成感を感

じていただけるよう工夫しています。

・プログラム活動時に、見通しが持てるよう

に事前予告の声かけを行ったり、タイマーを

使用して切り替えのタイミングをわかりやす

くしたりしています。また、定期的にタイ

マーを鳴らすことで、こまめに水分補給を促

すことができ感染予防につながっています。

・玩具の棚は片付けやすいように写真を貼っ

て、どこへ片付けるかお子さんにとって分か

りやすくしています。

引き続き、お子さまに分かりやすいような視

覚支援や環境調整を行ってまいります。

日々のミーティングで気づいたことをすぐに

取り入れたり、新しいことも取り入れたりで

きるよう意見を言いやすい雰囲気づくりにも

努めてまいります。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。

100% 0%

毎日療育終了後に部屋の清掃、玩具の整理、

アルコール除菌等を行い、清潔で過ごしやす

い環境を整えることを心掛けております。

熱中症や脱水を起さないように、一年を通し

て活動の合間にお子さんに水分補給を促して

います。

・また、感染症予防のために一年を通して常

時換気をしています（猛暑日等は30分に一度

換気）。

・おやつの机は使うたびにアルコール除菌を

行ったり、よく使うものや触るもの(ドアノブ

など)に毎日アルコール消毒をしたりしていま

す。また、おやつ前とおやつ後は手洗い、ア

ルコール消毒を徹底しています。

・加湿器を置き、風邪やウィルス感染の予防

につなげています。

・毎日療育後は掃除機とアルコールでの床拭

きによる清掃を行い、教材や玩具のアルコー

ル消毒をおこなっております。

今後も継続していきます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。 

100% 0%

必要に応じて部屋の戸を閉めたり、パーテー

ションで区切ったりと個別療育時に集中しや

すい環境やクールダウン出来る場所を整えて

いますが、必要のない時は広い空間で過ごせ

るように配慮しております。

現在の環境を活かしつつ、個別対応やクール

ダウンの必要性をより的確に判断できるよ

う、職員間の共通理解を深め、環境の活用方

法について継続的に見直して参ります。
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6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか。

100% 0%

毎日、職員間での情報共有、目標や行動、プ

ログラムの振り返りを行っています。また月

に一回所長会議、管理職会議をする中で現場

の声を大切にしながら働きやすい業務改善を

考え取り入れ、次回の会議で振り返り今後の

課題や対応を話し合っています。

今後も継続していきます。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。

100% 0%

保護者の方からいただいたご意見は、日々の

ミーティングにて共有し、より良い支援や環

境づくりの為に話し合いや改善を行っており

ます。

今後も継続していきます。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。

100% 0%

毎日のミーティングで気になったことやプロ

グラムの振り返りを行っています。

より良い支援に繋げるための環境調整やプロ

ブラムなどについて意見交換を行い、ミー

ティングで決まったことをすぐに取り入れる

ようにしています。

今後も、日頃から気になったことを相談しや

すく、意見を伝えやすい関係づくりに取り組

んでいきます。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。

100% 0%

あかし療育図鑑などの市の取り組みに参加

し、外部からの評価を得た上で業務改善に反

映できるように努めています。

第三者による外部評価の導入について検討を

進めるとともに、実施した際には評価結果を

職員間で共有し、業務改善につなげられる体

制づくりを進めていきます。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。

100% 0%

年10回以上の内部研修やチームビルディング

を実施したり、職員の興味関心に合わせて業

務時間中に外部研修を受講する機会を設けた

りすることで職員の資質の向上に努めていま

す。

今後は研修内容の共有や振り返りの機会を充

実させ、職員間で学びを共有しながら実践に

活かすことで、組織全体の支援力向上を図っ

て参ります。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 

100% 0%

作成の上、HPにて公開しています。普段の療

育の内容については連絡アプリやInstagram

等で発信をしています。

今後も継続していきます。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。

100% 0%

・WISC-ⅤやK-ABCⅡ、S-M社会生活能力検

査、行動観察、保護者の方からの聞き取り等

の多角的な視点からアセスメントを行い、支

援計画を作成しています。

・お子さまご本人の願いや将来への思い、保

護者の方の願いに即して作成しています。

今後も継続していきます。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

100% 0%

支援に関わるスタッフで会議を行い、気に

なった点やうまく行った支援方法など情報を

共有し、保護者の方の願いに即してお子さま

一人一人に合った支援計画を作成しておりま

す。

今後も継続していきます。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。

100% 0%

保護者との会議の後、ミーティングで支援計

画を周知し、個別ファイルに支援計画やねが

いを書くことで支援計画に沿った支援ができ

るよう留意しています。

今後も継続していきます。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。

100% 0%

必要に応じてWISC-Ⅴ、KABC-Ⅱ、S-M社会

生活能力検査などを実施したり、普段の様子

について毎日のミーティングで振り返ったり

することで、多面的にお子さまの状況を理解

できるようにしています。

今後、標準化されたアセスメントツールの導

入や活用方法について検討し、日々の行動観

察や記録と組み合わせることで、こどもの適

応行動の状況を継続的に確認できる体制を整

えていきます。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

100% 0%

モニタリングやアセスメント会議でガイドラ

インの内容を参照しながら支援計画の作成

し、保護者の意向やお子さまの発達段階に応

じた目標や支援内容を設定しています。

児童発達支援計画について、作成後の振り返

りや見直しを行い、ガイドラインの４領域が

適切に反映されているかを確認したうえで、

支援内容の充実につなげていきます。
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17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

100% 0%

SST・制作・運動のプログラムは数名のス

タッフで順番に立案しています。立案したも

のを実際に支援員がしてみたり、ミーティン

グの中で協議したりています。また他事業所

とも共有することで様々なアイデアを取り入

れ固定化しないように努めています。

今後も継続していきます。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

100% 0%

週ごと・月ごとにプログラムを見直しなが

ら、ことばリズム遊び、運動、SST、制作活

動を行っています。また、月ごとにクッキン

グや公園遊び、スライム作り等のイベントを

実施しています。さらに、季節に応じてお花

見やプール遊び、秋祭り等、楽しく参加でき

る活動を企画しています。

今後も活動後の振り返りを行うと共に、お子

様の興味関心や成長に合わせたプログラム改

善を継続的に行って参ります。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。

100% 0%

お子さまの理解度や興味のあることなどを取

り入れたり、本人・保護者さまからのニーズ

をお聞きしたりしながら内容を考えていま

す。また計画したプログラムでもその日の子

どもの様子に合わせて柔軟にアレンジして参

加しやすくしています。

今後も継続していきます。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。

100% 0%

新しいプログラムが始まるときは各プログラ

ムの教示方法や注意点についてスタッフで

ロールプレーをしたり話し合いをしたりし

て、プログラムのイメージがしやすいように

工夫しています。個別療育で使う席の配置や

小集団活動でのプログラムの役割分担につい

てはその日その日の子どもたちの様子で事前

に話し合い決めております。

今後は事前打合せに加え、振り返りや記録の

活用を通して職員間の連携をさらに強化し、

チームとして一貫性のある支援を継続して参

ります。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

100% 0%

支援終了後に毎日ミーティングを行い、その

日のお子さまの様子や小集団での取り組みに

ついてチェックリストや実施記録表を活用し

ながら、スタッフ間での共有を行っていま

す。

今後も継続していきます。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。

100% 0%

日々のお子さまの様子については連絡帳に記

載し、その日の状況や共有事項については

ミーティングで共有するとともに、今後の支

援の方向性について話し合いを行っていま

す。また、参加していない職員も把握できる

よう議事録に残しています。

今後も継続していきます。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
100% 0%

ミーティングで計画を見直し、必要に応じて

関係機関と連携しながら、1～6か月ごとにモ

ニタリングを行っています。

今後も継続していきます。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。

100% 0%

個別療育の中で日常生活も役立つ力の獲得と

して、お金の計算や、時計や予定の立て方な

ど、支援計画に取り入れています。また、小

集団では、プログラムの制作活動を通して、

それぞれの表現を楽しんだり、季節を感じた

りできるようにしたりしています。お子さま

がやりたいことを自身で見つけて、取り組め

るように玩具を見えやすいところに並べた

り、取り出しやすいように透明のケースに入

れたりするなどしております。様々な人とか

かわりが持てるよう、長期休みには近くに買

い物に行ったり、実習生の受け入れたりなど

をしております。

継続していきます。
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25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。

100% 0%

個別療育の中で、取り組む時間や量、課題内

容を自身で決めたり、支援員と相談して決定

したりすることができるようにしておりま

す。

継続していきます。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
100% 0%

日程調整ができた時には、児童発達支援管理

責任者、個別療育担当が出席し、情報共有や

役割分担について話し合っています。

継続していきます。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
100% 0%

保護者のご希望があれば療育での様子をまと

めたものを作成し、共有を行っています。 継続していきます。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。 100% 0%

保護者の方に同意を得たうえで、ご本人のこ

れまでのご様子や療育の内容について情報共

有を行っています。

継続していきます。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

100% 0%

児童発達支援や、小・中学校との間で、必要

に応じて支援方針や方法、対応について情報

共有させていただいたり、小中学校への保育

所等訪問支援を行ったりしながら、細かな移

行支援につながるように働きかけています。

継続していきます。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。 100% 0%

保護者の方に同意を得たうえで、ご本人のこ

れまでのご様子や療育の内容について情報共

有を行っています。

継続していきます。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。

100% 0%

・子ども部会等へ参加することで、児童発達

支援センターとの関係性作りに努めていま

す。

・必要に応じて、子どもの様子について情報

共有を行っています。

継続していきます。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。
100% 0%

前年度に引き続き、feel主催の秋祭りを通し

て、地域の方や、お友だちのご家族との交流

の場を持つことができました。

継続していきます。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。

100% 0%

法人内で担当を決め、持ち回りで参加を行

い、内容について情報共有を行っています。
継続していきます。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。

100% 0%

個別療育での状況や課題はHUGの連絡帳に記

入してお伝えしております。保護者の方から

質問などがある場合は連絡帳に記入したりお

時間をいただきお話しさせていただいており

ます。

今後も継続していきます。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会

や情報提供等を行っているか。 

100% 0%

保護者向けに学期ごとに1回、年度内計3回の

ペアレントトレーニングの研修をさせていた

だくことで将来を考えるきっかけになった

り、保育所 などの関係機関との話し合いの仕

方などを学んだりする機会に繋がるようにし

ています。

またペアレントトレーニング当日のご参加が

難しい保護者の方でも話が聞けるように、後

日YouTubeでの配信も行っております。

今後も継続していきます。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。

100% 0%

最初の契約時に、支援計画の説明、利用者負

担等についてご説明させていただいていま

す。変更があった際には、その都度ご説明さ

せていただき、同意を得ています。

運営規程や支援プログラム、利用者負担等に

ついて、契約時に分かりやすく説明できるよ

う説明内容や資料を整理し、保護者さまの理

解を確認しながら説明を行う体制を整えてい

きます。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 100% 0%

・最初のご契約時に、支援計画の内容、利用

者負担等についてご説明させていただいてい

ます。

・変更があった際には、その都度ご説明させ

今後も継続していきます。
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38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

100% 0%

契約の際や支援計画の更新の際に必ず面談を

実施し、支援計画について同意を得た後、支

援を行うようにしています。

今後も継続していきます。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。

100% 0%

家庭での困り事について、ご希望に応じて、

カウンセリング等（家族支援、子育てサポー

ト・関係機関連携用）を月一回程度継続して

行い、療育内で上手くいった取り組みや工

夫、本児が興味を持ったものについてご家庭

でもご活用いただけるように共有させていた

だいております。

今後も継続していきます。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

100% 0%

保護者研修後に保護者交流会を実施したり、

学期ごとにレジン制作やくるみボタン作りと

いった保護者向けのイベントを開催したりす

ることで、保護者同士の交流の機会を設けて

います。また、今年度も秋祭りを行うこと

で、きょうだいも参加できるイベントを開催

しました。

今後も継続していきます。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。

100% 0%

ご利用いただいているお子さまのことだけで

はなく、きょうだいのことや地域のお子さま

のことも含めて相談の申し込みがあった際に

は受け入れ、関係機関を案内できるように努

めています。

今後も継続していきます。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。

100% 0%

今年度からはHUGの連絡帳にお子さまのお写

真を添付することでより詳しいご様子をご覧

いただけるよう工夫しております。また、定

期的にブログやInstagram、Facebookで活動

の概要や行事の様子を発信しております。

今後も継続していきます。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

100% 0%

契約時の個人情報についてのアンケートをも

とに玄関やブログの掲示を考えたり、個人情

報は鍵付きの書庫に片付けたりしています。

また情報提供に関しては提供してくださった

ご家族の方の承諾を得てから他の方にお伝え

していきます。

スタッフとの雇用契約時に個人情報の秘密保

持を厳守しています。

今後も継続していきます。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。

100% 0%

お子さまや保護者の方とお話をする時には、

口頭だけではなく、メモやメール等後で見て

も分かる形にしています。また特性に応じて

大事な話を先にしたり、何回かに分けて伝え

たり1対1でゆっくり話が出来る時間を設けた

りしています。

ご希望に応じてカウンセリングを行ったり、

日々の連絡帳の中でうまく行った取り組みや

工夫、本児が興味を持ったものについて共有

を行っています。

今後も継続していきます。
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45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。

100% 0%

コープ西明石の地域交流会や3ヶ月に一度和坂

小学校で開催されている和坂マルシェに子育

て相談ブースを作っていただき地域の方との

交流できる機会を実施することができまし

た。また、今年度もご利用者様や地域の方々

も参加できる秋祭りを開催することもできま

今後も継続していきます。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。

100% 0%

緊急時の対応については契約時に説明し、防

犯についてはSSTの中で不審者対応を行った

りしています。感染症についてはマニュアル

にもとづいて対応を考えており職員間で役割

を決め消毒などの確認を毎月行っておりま

す。

また各マニュアルはどなた様にも閲覧・確認

して頂けるよう、ホームページに掲載してい

ます。

https://cocotoko.com/nursing

今後も継続していきます。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。

100% 0%

年に1回以上は、スタッフに業務継続計画の研

修と周知を行っています。

また、学期ごとにSSTの中で避難訓練(火事・

地震・不審者など)も取り組んでおります。活

今後も継続していきます。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。

100% 0%

服薬やてんかん発作等があり、指示書が必要

な方には記載していただき薬はすぐに対応で

きるよう個別ファイルに保管しております。

また、職員間で共有しリスト化して提示して

います。

見落とし防止のため、必ず目に留まる場所に

注意喚起の表示や目印を設け、周知の徹底に

努めて参ります。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。

100% 0%

食物アレルギーがあり、指示書が必要な方に

は記載していただいております。また、職員

間で共有しリスト化して掲示しています。

今後も継続していきます。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
100% 0%

地震・不審者・水害・てんかん発作等への対

応と順番に訓練を実施し、避難バックの中に

水やお菓子の備蓄 をしています。

緊急で薬が必要な方は個人 ファイルに保管し

今後も継続していきます。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

100% 0%

重要事項説明書について説明することで安全

計画への取り組みを周知したり、研修実施後

にブログやInstagramにて研修内容の報告を

行ったりしています。また、加入している保

険等についても契約時に伝えています。

今後も継続していきます。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。

100% 0%

お子さまの安全に関係する事等、ミーティン

グで話し合った後に、ヒヤリハットを作成

し、対応策を考えています。またその日欠勤

の職員にも伝わるようパソコン内にヒヤリ

ハットのフォルダをつくりすぐに閲覧できる

ようにしています。また他事業所にも共有す

ることで事業所内だけでなく他のお子さまの

安全にもつながる様に努めています。

今後も継続していきます。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。

100% 0%

年に1回以上は、スタッフに虐待防止研修を

行っています。また虐待についての外部研修

にも参加しております。また年に2回虐待委員

会で話し合いを行っております。

今後も継続していきます。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。

100% 0%

半年に一回保護者の方とお話をさせていただ

き、ご署名をいただいています。また年に２

回会議の場を設けて身体拘束が必要か等、職

員の話し合いもおこなっています。

今後も継続していきます。
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